A Review : Continuous Performance Test as an Assessment for Attention by Tsushima, Yasuko et al.






注意機能の測定に用いられる ori P fnuous erC ton tesma eT に
関する文献的研究












i P fnuous ero
1 ことが推測されている このような日常生活で.はじめに 5) 7)
みられる行動,学習,情緒面でのつまずきを脳機能近年,｢特別支援教育｣の対象とされる学習障害 
Te eswo s:C ncma
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tondrKey t(CPT),注意機能,神経心理学的検査 ,発達障害 
の問題として把握 し,認知特性を理解 していくことgdi bsal iearnn( y :LD)tili ,注意欠陥多動性障害 
は,個に応 じた支援に結びつけていくための第一歩att
や広汎性発達障害 
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ig-iv(
lance)課題 として知 られてお り,脳損傷121'
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あることを報告 しているが,発達障害児に対 しても おいて研究や臨床の場で用いられている｡ 中枢神経
神経心理学的視点に基づいた評価の必要性 4'が高ま 系の機能障害における有用性が認められてお り,発
りつつある｡ 達障害 においては注意機能不全の側面か らの検
んかん 14)における高次脳機能評価や,薬物療法の
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津島 靖子 ･泉田 敏 ･柳原 正文
そこで,本稿では ,CTについて現在までに報告
された文献の中からその具体的な測定方法に焦点を





































































































































































































































































































































































































































-tno象とし, Ⅹタイプの IIを 秒, 秒, 








津島 靖子 ･真田 敏 ･柳原 正文 
では, 秒と 秒のI の間で比較すると,I がISIS40.10. 2)刺激呈示確率
-
秒の場合よりもエラー反応が増えたと報告され
6 Aている｡ よる影響が注目されており 5' 'が Ⅹタイ3,B l3eae
20. ヴイジランス課題において刺激呈示確率の違いに
Ⅹタイプにおいては,岡崎 31が9 歳を対象と) 11--A %と12%の呈示確率において,12歳























































































































































る｡ 持続的注意を測定する課題は被験者の疲労が成 イプの課題における測定条件についての検討は 
法が開発されることが期待される｡
















は手法により様々である｡ そこで,被験者が取 り組 後の検討が期待される｡
み意欲を損なうことがない,年齢発達を考慮した検
討が望まれる｡ また,検査を実施した時間帯による 文献 
200)高次脳機能障害としての発達















































































と指摘されている23)｡ここで,フィー ドバックとは の検討-,小児の精神と神経 
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